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新春明けましておめでとうございます。

旧年中も皆様方には大変お世話になり、誠に

有難うございました。本年も何かとお世話にな

ると存じます。どうぞ、引き続きご指導・ご鞭

撻の程、よろしくお願い申し上げます。

皆様の昨年一年は、如何でしたでしょうか？

新年号表紙の写真は、昨年１月に撮影した鎌

倉・鶴岡八幡宮の大銀杏と神楽殿です。写真右

の大銀杏は、この直後の大風で残念ながら倒れ

ましたが、その根からは既に多くのひこばえ

が、出ています。根を失ったはずの幹も隣接地

に据えられ、こちらからも芽吹いています。そ

の生命力に、敬意を抱く共に、我々もかくあり

たいとものと思います。

前号で１２０号を数えたこのニュースレター

も、また新たな１０年を迎えます。従来にまし

て、ご声援・ご鞭撻の程、よろしくお願い申し

上げます。

記念すべきこの新春号にご寄稿いただいた本

田さんは、熊本県人吉市で食と農と命を考える

郷土食レストランを開いておられる傍ら、全国

の地域づくり活動のアドバイスに飛び回ってお

られます。東北の地域づくり活動のアドバイス

先で知己を頂いて以来、親しくさせていただい

ていますが、ガンを克服された後の活動は、バ

イタリティに溢れ、とても輝いておられます。

この度も超ご多忙の中、ご寄稿を戴きました。

本欄を借りて御礼申し上げます。今年５月の熊

本・人吉での再会を楽しみにしています。

隔月レギュラーのイガさんの影響でiPadを買

いました。この情報端末で、FaceBookという新

しいコミュニケーションツールも共に、使いこ

なそうと、また一つ挑戦を始めています。

本年も皆様にとりまして、素晴らしい一年で

ありますように。

心よりお祈り申し上げます。（は拝）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

ご神木・大銀杏の記憶

昨年睦月、鶴岡八幡宮にて
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

種
を
蒔
く

』

企
画
・
計
画
を
立
案
す
る
と
い
う
仕
事
柄
、
物
事
の
本
質
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
言
葉
や
表
現
方
法
に
窮
す
る

と
、
文
字
や
語
の
原
義
を
辞
典
に
探
す
事
も
少
な
く
な
い
。
そ

れ
は
、
部
首
の
意
味
や
、
そ
の
文
字
の
成
り
立
ち
の
過
程
・
言

い
回
し
の
出
典
に
つ
い
て
及
ぶ
事
も
ま
ま
あ
る
。
自
ら
が
納
得

す
る
ま
で
、
探
ら
れ
続
け
る
。

は
た
と
思
い
が
至
っ
た
瞬
間
、
そ
れ
ま
で
個
別
バ
ラ
バ
ラ
に

見
え
て
い
た
枝
葉
が
、
あ
た
か
も
一
本
の
幹
に
つ
な
が
っ
て
い

る
が
如
く
関
係
性
が
集
約
さ
れ
、
よ
り
深
い
本
質
が
垣
間
見
て

と
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
喜
び
は
何
に
も
代
え
難
い
。

企
画
を
す
る
。
街
や
地
域
の
再
生
計
画
を
立
て
る
。
と
い
う

仕
事
は
、
極
め
て
内
省
的
な
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
は
「
奇
跡
で
ご
ざ
い
ま
す
」
の

意
で
、
こ
れ
を
感
謝
の
言
葉
と
し
て
用
い
る
日
本
人
の
感
性
の

素
晴
ら
し
さ
（
二
〇
〇
八
年
八
月
号
本
欄
）
も
、
こ
の
よ
う
な

過
程
で
得
ら
れ
た
気
づ
き
の
一
つ
だ
っ
た
。

先
日
、
あ
る
会
合
で
「
現
実
」
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て

ハ
ッ
と
す
る
解
説
に
出
逢
っ
た
。

曰
く
、
「
現
実
と
は
、
実
が
現
れ
る
こ
と
。
」

実
が
現
れ
る
と
は
、
因
が
果
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
因
果
応

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
熊
本
県
人
吉
に
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス

ト
ラ
ン
を
運
営
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
ひ
ま
わ
り
亭
代

表

本
田
節
と
申
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
「
第
ニ
九
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
会
熊
本
大
会
」
が
五
月
十
三
～
十
五
日
、
熊
本
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
域
づ
く
り
団
体
が
一
堂
に
会
し
情
報
交
換
や

課
題
を
話
し
合
う
の
が
狙
い
。
熊
本
大
会
の
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
御
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◎
大
会
テ
ー
マ
「
か
た
ら
ん
ね
！
も
え
る
火
の
国
熊
本
で
」
の

思
い
。

「
か
た
ら
ん
ね
」
に
は
参
加
し
ま
し
ょ
う
、
語
り
ま
し
ょ

う
の
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
ま
し
た
。
「
も
え
る
」
に
は
地

域
づ
く
り
に
対
し
て
と
、
緑
燃
え
る
を
掛
け
て
い
ま
す
。
五

月
の
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の
新
緑
で
お
迎
え
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

◎
熊
本
に
大
会
を
誘
致
し
た
狙
い
。

県
内
に
は
地
域
づ
く
り
団
体
（
火
の
国
未
来
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
加
盟
）
が
三
百
十
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
世
代
交
代

な
ど
で
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
控
え
た
熊
本
は
同
じ
ベ
ク
ト

ル
で
進
ん
で
お
り
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
。
大

会
を
そ
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
で
す
。
地
方
は
過
疎
化
な
ど

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
が
ち
。
で
も
、
実
際
に

足
を
運
ん
で
み
る
と
暗
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
も
元
気
だ

よ
、
と
い
う
こ
と
を
熊
本
の
地
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
新
た
な
試
み
。

全
体
会
を
や
っ
て
、
分
科
会
、
解
散
と
い
う
の
が
こ

れ
ま
で
だ
っ
た
。
み
ん
な
が
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

た
い
と
思
っ
て
参
加
し
て
い
る
の
に
、
私
自
身
も
消

化
不
良
で
し
た
。
熊
本
大
会
で
の
新
た
な
試
み
と
し

て
、
県
内
各
地
で
分
科
会
を
先
に
ニ
日
間
や
っ
て
課

題
な
ど
を
十
分
に
論
議
し
、
熊
本
市
で
開
く
全
体
会

に
乗
り
込
む
形
を
取
り
ま
し
た
。
熊
本
市
と
十
の
県

地
域
振
興
局
単
位
で
実
施
。
私
の
住
む
人
吉
球
磨
は

「
相
良
の
文
化
を
つ
な
ぐ
百
年
レ
イ
ル

心
ぬ
く
も

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
団
体
が
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
地
域
性
を
持
っ
た
テ
ー
マ
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
実
行
委
員
会
形
式
に
し
た
の
は
。

同
じ
エ
リ
ア
で
、
目
的
も
一
緒
な
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
り
ま

せ
ん
。
受
け
皿
作
り
を
通
し
て
、
団
体
が
繋
が
る
き
っ

か
け
に
し
た
い
。
活
動
内
容
を
紹
介
し
合
う
よ
う
な

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
気
持
ち
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
力
が
高
ま

る
。
効
果
は
大
会
後
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

報
と
同
義
で
あ
る
。
現
代
、
因
果
応
報
は
あ
ま
り
良
い
意
味
に
は

用
い
ら
れ
な
い
。
が
本
来
、
結
果
の
善
悪
に
関
わ
ら
ず
あ
る
事
が

何
か
の
結
果
の
原
因
と
な
り
、
し
か
も
そ
れ
が
連
鎖
的
に
起

こ
っ
て
い
る
の
が
、
人
生
の
現
実
で
あ
る
。

善
き
果
実
を
現
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
種
（
実
）
を
蒔
く

に
限
る
。

本
号
に
ご
寄
稿
を
頂
い
た
本
田
さ
ん
の
お
師
匠
様
は
、
勿
体

無
い
の
精
神
が
行
き
届
い
て
い
る
方
だ
と
伺
っ
た
。

「
も
っ
た
い
」
と
は
、
「
そ
の
も
の
の
本
来
の
価
値
」
を
意
味

す
る
。
何
で
も
か
ん
で
も
「
勿
体
無
い
」
と
称
し
て
捨
て
ず
に
溜

め
込
む
人
が
い
る
。
た
だ
仕
舞
っ
て
お
く
だ
け
で
、
そ
れ
を
活
用

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
価
値
を
活
か
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
使
わ
ず
に
仕
舞
い
込
む
だ
け
の
行
為
も
ま
た
、「
勿
体
無

い
」
の
で
あ
る
。

自
分
の
価
値
に
つ
い
て
、
本
当
に
理
解
し
て
活
か
し
き
っ
て

い
る
人
は
ど
れ
程
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
自
分
の
価
値
を
活
か

し
き
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
…
。
さ
ら
に
自
分
の
価
値
さ
え
、
本

当
は
知
ら
な
い
で
い
る
と
し
た
ら
…
。
こ
れ
ほ
ど
勿
体
無
い
こ

と
は
無
い
の
で
は
な
い
か
…
。

モ
ノ
の
勿
体
無
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
ら
の
勿
体
無
さ

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
と
年
初
に
思
う
。

寄
稿
『
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
熊
本
大
会
』

実
行
委
員
長

本
田

節

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】(

ほ
ん
だ
せ
つ)

三
七

歳
で
ガ
ン
闘
病
を
経
験
。
食
・
農
・
命
を

よ
り
深
く
考
え
始
め
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
っ
て
全
力
で
年
間
の
半
分
近
く

全
国
講
演
等
で
走
り
ま
わ
っ
て
い
る
。

■（有）ひまわり亭

熊本県人吉市矢黒町1880-2 電話：0966-22-1044 HP：http://himawari-tei.com

■第２９回地域づくり団体全国研修交流会熊本大会実行委員会事務局

熊本県庁企画振興部地域振興課地域づくり推進班内

〒862-8570熊本県熊本市水前寺６丁目１８番１号 電話：096-333-2135



尖閣諸島問題、北方領土問題と、この何カ月かの日本政府は領土問題で大揺れです。

方や「腰抜け外交だ」、また一方では「日本は既に中国の属国だ」と、幕末の黒船来航

時ですら日本国民はここまでナショナリズムに敏感ではなかったのでは？今は誰もが

webから様々な情報を得られるという環境も背景としてあるのでしょう。しかし、最近

「俄か政治評論家」があまりにも多いのにはびっくりしますね。先日も新橋で呑んでい

て、近くテーブルではおじさん達グループが「やっぱり小泉再登板だな」とか「いや小

沢にやらせるしかない」と現政府批判を肴に酒を飲んでいます。やっと日本国民も政治

に興味を持つようになったかと見るべきなのかも知れませんが、ついつい問題提起をし

たくなる天邪鬼な性格の私としては、「小泉さん、小沢さんがどう問題解決すると思っ

ているの？」と突っ込みを入れたくなるわけです。どこか「世論が同質化」してきたと

感じます。

例えば、内閣支持率調査に見られるような世論調査において支持率がこうも乱高下す

る自体に私は疑問を持つわけです。同じ政府に対して賛同と批判を掌を返すように繰り

返す。またそれをマスコミが騒ぎ立てることで、その流れがマジョリティ化していく。

この前の賛成(反対)は何が賛成(反対)だったの？と思っちゃうわけですよ。私は国民の判

断基準のプレとマスコミが作り出す空気感これが異常だと感じるのです。

そのような現象が起きる理由は何故でしょうか？私が先日読んだ本にひとつの答えが

あるように感じました。その本とは藻谷浩介氏の「デフレの正体」です。

本書ではデフレ経済の原因を既存のアナリスト、研究者とは違った視点で分解し、ひ

とつの要因にたどりつくというものですが、詳細については是非ご一読いただければと

思います。ここで藻谷氏は「多くの人がどうしてそのような間違った認識を信じてしま

うのか？」という問題提起をしています。その理由を「空気しか読まない (KY)」からだ

と指摘しています。マスコミが流している情報だけで物事を判断しているからだという

ことです。

確かに私達は、新聞やテレビを媒介とした“編集された情報”を基に世の中を知ると

いうことが定常化しています。そして日々その情報から“推測”して物事を語っている

に過ぎません。だとしたら、テレビで流れる一部の切り取られた映像、都度国民にとっ

て心地のいい政府批判をしてくれるコメンテーターに私達は操作されているわけです。

それじゃプレちゃいますよね。

藻谷氏は真実を知るには「数字をよむ (SY)」、「現場に行く (GI)」ことが大切だとし

ています。彼自身も銀行勤めの傍ら、地域づくり活動を推進し、訪れた市町村は合併前

で3,200市町村(全体の99％)にのぼります。なので彼の地域問題に関する課題提起は非

常にシャープで、研究室からしか物事を見ていない学者なんてとても太刀打ちできませ

ん。また、名のある専門家から批判を受けてもプレることはありません。なぜなら数字

と実際に現場を見てきたという事実に裏打ちされた見解だからです。私達も日本や政治

を語るなら居酒屋で雄弁をふるう前に、もう少し「SY」、「GI」という視点を持ったほ

うがいいようです。

ちなみに私は居酒屋では｢焼酎(S)を横(Y)に、牛モツ(G)をいただく(I)のが好きです｣。

11月初旬のことだった。JR四ツ谷駅前にいた僕の携帯が鳴った。姉からの

電話だった。

「お母さんが、どうやら認知症になったみたい、医者の診断書にそう書かれ

ている・・・」

ショックだった。母親は一人暮らししている。

確かに最近ちょっと物忘れが激しいとは思ってはいた。でも、78歳と言う年

相応のことだろうと思っていた。これからどうすればいいのか・・・、と途方

に暮れていた。

ふと前を見ると、「ビッグイシュー」を売っているおじさんがいる。「ビッ

グイシュー」とは、ホームレスの人々に収入の機会を提供する事業として編集

された雑誌だ。

俺も大変だけど、この人も大変なのだろう。それで買って読みだした。する

と、「認知症に効果？ヤマブシタケから“ヘリセノン”の発見」という記事に

目が止まった。ヤマブシタケについては、10年ほど前に出会った長野の経営者

から、自己免疫を高める効果があるという話を聞いたことがあった。ともかく

すぐにこのヤマブシタケのサプリメントを仕入れて、母親に送ることにした。

数日後、朝何気なくNHKのニュースを見ていると、認知症の特集が放映され

ていた。徘徊老人の独白だった。徘徊するのは、将来に対する不安と、家族に

与える迷惑との葛藤から、死に場所を求めて歩いているのだと知った。わが身

に直して考えれば、もっともなことだと思った。

姉や弟と電話を通してあれこれ相談する日々が続いた。姉は能登の中島町に

嫁いでおり、弟は岐阜に単身赴任。僕は東京に単身赴任。3人の兄弟が顔を合

わせることは、ここ数年は年に1回あるかないかで、電話で話すこともあまり

なかったのだが、大幅に話す機会が増えた。

兄弟の母親に対する接し方が大きく変わった。これまではちょっとした物忘

れに対して、厳しく当たっていたのだが、これを改めた。姉は毎日4～5回電話

して、週に2日は金沢の母親を訪ねるようになった。僕も毎日母親に電話する

ようになり、2週に1度帰省した折には必ず顔を出している。弟も実家に顔を出

す機会が増えた。

このコラムを書いているのは12月14日。あれから1カ月半ほど過ぎた。昨夜

も姉と電話で話していたのだが、母親の物忘れがずいぶんと減って来ている。

何が効いているのかは不明だが、良くなってきていることは事実だ。

セレンディピティとは、偶然をとらえて幸運に変える力、思わぬものを発見

する力の事をいう。

どうやら僕は、家族愛と言うものを再発見したようだ。

『 セレンディピティ 』

(株)アスリック プロジェクト推進部 五十嵐 政信

『 KY・SY・GI 』

ＳＯＳ代表 川畠 嘉浩



れる。この脱藩の許しにより彼は自由に動き回れる ことになった。

そこで下田を「龍馬飛翔の地」として大いに情報発信して地域振興

を図ろうというのがイベントの大きな目的である。

大河ドラマ「龍馬伝」は11月28日

に最終回を迎えた。その日に太平洋を

臨む下田の岬に高さ４ｍの龍馬の石像

を立てた。その石像を「龍馬志の像」

と今後呼び、人生の目標を立てたと

き、困難に挫けそうになったとき、人

生の岐路にふと会いに来たくなる石像

にしたく、魂を込めるようにと「龍馬

志の像」除幕記念イベントを地元では考えた。内容は除幕式、太

鼓、よさこい、地元の物産市だ。

5月の頃開いた会議では、皆の志を像に込めるために「志、絶叫

大会」を提案した。目的は全国に「龍馬飛翔の地・下田」を発信す

ることであり、目標はテレビで全国に放映されることだった。テレ

ビ局が放映したくなる事業内容を提案し、皆もその気になって決定

したはずだったが、実際は前述のとおりの至極常識的な内容となっ

た。

何を達成したいのかという目的、その達成度を計る目標を時間を

かけじっくり議論して皆が共有しなければいけないことを改めて感

じさせられた。

由布院温泉観光協会の事務局長を務

めていた時、観光協会長の中谷健太郎

さんがたびたび同じ話をされるので

「その話なら何度も聞いてますよ」と

言ったら、氏曰く「何度も何度も言わ

なくちゃ、みんなの胸の中に沁みてい

かんのじゃよ」

こうしたリーダーの行動が「クアオルト構想」「花咲くよりも根を

肥やせ」「もっとも暮らしやすい町こそ、優れた観光地」という理念

を根付かせ、世代をまたいで持続可能な観光地づくりにつながってい

くことになる。

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

静岡県職員 溝口 久

静岡県には静岡総合研究機構というシンクタンクがある。市町総

合計画をはじめコンサルティング業務があり、加えて人材育成のた

めの研修業務を行っている。親しくしている研修担当に顔を出し、

話し込んでいるとふと目に「大局を読んで競争に勝つ88の視点～

「戦略的発想」を磨く本」が入り込んできた。早速借りて読み始め

たところ88の視点と銘打っているだけあってたくさんの「戦略的発

想」を磨くエキスが詰まっている。

この中で特に特に気になったことのみを記す。

「目的を忘れて仕事に邁進する日本人の気質」と書かれた頁があ

る。財界のリーダーたちが国際交流のプロジェクトをめぐって、規

模、場所、予算、日程などプロジェクトの実施に必要な項目が様々

な角度から検討され、素晴らしいアイディアが次々と提案された。

その内の一人が突然発言した。「素晴らしいアイディアや実行計画

に大変感心したが、ところでこの国際プロジェクトで何を達成した

いのですか？どうなればこのプロジェクトを達成したことになるの

ですか？」

それまでにぎにぎしく進められていた会合がシーンとなった。と

紹介されている。

そう、目的と目標の議論なしに手段を検討していたのだ。この二つ

を何となく意識している程度で手段いわゆる戦術を議論するとぶれ

るし、その良し悪しを判断できなくなる。

「何のためにやるのか」がおろそかになり、与えられたことをう

まくやり遂げることが目的になっていく。これがよく手段が目的に

なっていると言うことだ。

小生が個人的にアドバイザーを務める下田龍馬伝のイベントにそ

のことを感じた。

土佐藩を脱藩した龍馬は、1863（文久３）年１月、勝海舟とと

もに下田港に入港したとの説がある。このとき海舟は、下田市の宝

福寺で前土佐藩主の山内容堂と会い、龍馬の脱藩の許しを得たとさ


